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 申請者はまず、対象作品群成立の背景をなす 17 世紀後半のニュルンベルクの教会音楽を取り巻く状況、特にマニフィカ
トが演奏された聖ゼーバルド教会における晩課の様相を略述する（第１章）。次にパッヘルベルのマニフィカトの楽譜資料
について先行研究に基づいて記述した後、各曲の分析を行ってその結果を表にまとめて示し、そこから明らかになった特徴
を述べている（第２章）。また、当該作品の音楽史的位置づけを明らかにするため、各種資料目録を精査し、中部ドイツを
中心としたドイツ語圏におけるマニフィカト作品一般の伝承状況を概観する（第３章）。さらに、同時代にドイツ語圏で流
通していた楽曲の大規模な集成である「ボーケマイヤー・コレクション」所収のマニフィカト作品から選んだ楽曲と比較す
ることで、パッヘルベル作品の特性を浮かび上がらせようとしている（第４章）。 
 以上の研究により、各曲における独創性溢れる多様な様態と高度な音楽性、とりわけ熟達した対位法手法を駆使した「学
識性 Gelehrsamkeit」が具体的に確認され、本作品群が「パッヘルベルの創作の頂点」と評される所以が実証的に検証され
た点は、本研究の貴重な学術的成果として評価できる。その一方で問題点も多い。表による分析結果の提示は、多楽章バロ
ック声楽作品の構造把握には有効な手段であるものの、そこから読み取れる事柄の解釈があまりにも不十分にしか行われて
いない。歌詞の構造や意味と音楽の関係についても踏み込んだ議論がなされておらず、パッヘルベル作品のその点における
独自性を明らかにするには至っていない。また、ドイツ語圏におけるマニフィカト作品の伝承状況は単なるデータ提示の域
を出ておらず、「ボーケマイヤー・コレクション」所収作品との比較も、サンプル数が少なく記述も短いため、端緒的な指
摘をなすにとどまっている。 
 こうした多くの問題点はあるものの、この研究領域で初めて行われた前述のような作業の意義と、本研究が今後のパッヘ
ルベル研究、ひいてはバロック期の宗教声楽音楽研究に対してなし得る基礎研究としての寄与に鑑み、博士の学位を授与す
るにふさわしい成果と判断する。 
